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Recently, it seemed real to us, there was rapid increase in the ratio of the older

pregnant woman in our genetic counselling clinic.

The number of individuals visiting our genetic counselling clinic at the Gynecologic

Outpatient Service of the Niigata University Hospital was 1502 at the end of April

in 1990, of which 53 (3.5 SO were the cases for consulting about the elderly pregnan-

cy. Of these 53 cases, 29 (8.4SO visited during these 3+1/3 years, and 24 (2.1 £ )

before. Thus the number of patients visiting our clinic per one year during these

3+1/3 years increases 4 times compared with that before this period.
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1,は じ め に

近 年 ,順 調 な 経 済 の 発 展 を バッ クに ,日 本 人 の寿 命 が

延 長 し ,少 産 に 伴 う ゆ と り も 手 伝 っ て 日常 生活 が よ り快

適 な もの と な っ て きた .こ れ ら ,社 会 の 変遷 に伴 う結 婚

感 の 変 化 は ,女 性 の 晩 婚 の 傾 向 を も た ら し た .加 え て ,

医 学 の進 歩 にと も ない ,い ま まで で は不 可 能であ っ た 種々

の 状 態 に お い て 妊 娠 が成 立つ よ う に な っ た .こ れ ら の こ

と が 原 因 と 考 え ら れ るが ,近 年 40才 前 後 の 高 齢 婦 人 に お

け る 妊娠 ・分 娩 例 の比 率 が 増 加 し つ つ あ る よ う に 思 わ れ

る .周 知 のご と く ,ダ ウ ン症 候 群 を 代 表 と す る 種 々の 染

色体 不 分離 発 生 の頻 度 は 母 体 の 加 齢 に と も ない 増 加 し ,

母 体 年 齢 40才 で の ダ ウ ン症 候 群 の 発 生 頻 度 は約 1%程 度

と ,平 均 日本 人 に 於 け る 発 生 頻 度 の 約 10倍 を呈 す るこ と

が経 験 的 に 知 ら れ て お り ,新 た な問 題を 提 起 しつ つ あ る

わけ で あ る が ,そ れ で は そ れ へ の対 応 は ,と な ると ,主
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にその量的意味から決［、て安易なものではないと言わざ

るを得ない．

　私達は去る昭和賭年・1肖より，籍潟大学医学部附属病

院産婦人科外来の中に遺伝外来を開設し羊水穿刺による

出生菌診断を含む櫨伝襟談を行い現在に至っているが，

この度購設以来まる17年間における高齢妊婦の推移を集

計的に把握・検討すると共に，その結果から，これから

この澗題にどう対応すべきかについて若干の検討を試み

たのでその結果を報告する．

　　　　　　　灘．調　査　方　法

　昭和48年4月から平成2年4月までの満灯年間の遺伝

外来カルテ総診欝02件の内から，主訴が「高齢妊娠」

であるものを選び出し，その各々について住所（市内・

市外の別），紹介状の有無羊水診断の有無，年齢，ク

ライアシト数，等を千。ック，各年度毎の比較を行うと

共に，「修娠中に於ける相談例1の種々の内容のものと

の比較・検討を行ぺた．褻た，「高齢妊娠一iへのこれか

らの対応とじてどうあるべきかについて，おもに文献的

検討を行った．

　　　　　　　3．結　　　　　果

　｝＾高齢妊娠］をぶ訴とせる総絹談件数は計蕊件であ一，

た．毛の内容であるが，まず，CL鐙NTについては，

その住所が甫内にあるもの熟，市外のもの額，と市外の

養の方が多かっ℃．次に紹介状持参の有無については，

有り。の者烈に対し，無しの老は魂であった（嚢『）．

CL毘NTSの年齢分衛は，35才から妬才までで，うち，

39才までが22名ヅ賠才までが21名であり，艇才以上は斑

名であった．CL毘NTS数，すなわち，相談著が何人

で来訪したか，については，1人で来た者廻名，2人9

名であり，3人以上の老はいなかった．

　各年度毎（相談者0の年度ぱ省略）の高齢妊娠相談者

について便宜上これを昭和61年以醜と昭和62年以降とに

大別してみると（表恥，相談薮数では先の鴛年聞対後

の4年閥の相談数が況対29，市外からの者の比率は，50

％対硲ぼ％，紹介状持参の考が37惑％対蘭口％，そ

して，全羊水穿刺数に対寸る高齢妊娠が原因での羊水穿

刺例の比率は9w％対姪．3％と両群闘に大ぎな差がみ

られた．

　一万，表2は，この汀年間に麗ける総計描02件の網

談数90件の羊水診断数℃れから紹介状持参率とを各

年縫毎に示Lたものである．ここでは，羊水診断の比率

が6。o％，被紹介率が賠泊％，であづた．また，総外
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裏3　妊娠中の相談の内訳
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来数はこのところきわめて安定していて，毎年およそ10◎

件前後の値を示している．

　妊娠中の相談例について3年毎（最初のみ4年，最後

は玉年4ケ月）に区切ってその内容別頻度を示したもの

が表3である（表3）．この表から，妊娠中の総数は昭

和61年頃より急増しつつあると言えるが，その内容別で

は，娃娠沖の薬物搬閤例の増加傾向，高齢妊娠の急増，

その他，の増加等が日立っている。なお，昭和6い63年

間の感染症の簿しい増能は，昭和鑓年に於ける風疹大流

行の結果を示しており，あなみにその年の風疹がらみの

相談件数は22件であった．それから，この表に於ける

「その他1には，前（先）回異常児，康族結婚の闇題等

が含まれている．

　表壇は羊水穿刺施行例計90件のうちわけである．高

齢妊娠の占める比率は，前述したように17件の1a9％

であるが，表』にあるように，最近での急増ぶりが著

しい．また，種々の理腐から多施設紹介となったゲース

も媛件程あるが，ここには含めていない．

　最後に，高齢により羊水診断を行い染色体異常が発見

された例は2件であり，］例は47，XXY，もう1例は47，

表4　羊水穿刺試行例の内訳

　前（先）回ダウン症候群児を生んだ　　館（52．2％）

2．保因奢関連　　　　　　　　　　　　甜（2ぶ1％）

　　　藺　友　硫

　　　筋　　ペ　ス

　　　染絶体異常

　　　そのの　他

　高年妊娠
4．前（先）異常児分娩

5．そ　の　他

η〔盈8．9％）

6（　6。7％）

1（　玉ユ％）

XY，阜21であった。

債．考 察

　家族計函上最も理想酌なことは，年齢的に余裕を持っ

た時期での結婚により，若さにあふれた，肉体的にも精

神的にもゆとりのある妊娠・分娩・育児であろうが，現

実では，先述せるごとぎ種々の理由による晩婚の傾向に

加えて，咋取ってからようやく妊娠に至る例が増加しつ

つあることにより，期せず／．て薦齢妊娠をきたし，妊娠

の継続・分娩に対して不安・心配が生ずることになるの

であろう．

　高齢妊婦の遺伝外漢来訪の鑑移に関してであるが，表

2に見るごとく，昭和騒年から磁年窪での1詞澗は昭和

60年を除くと，ほぼ10／）斡程度の外来数であり，そのう

ちの高年妊娠関連の相談件数は，嚢1のごとく，昭和62

年より繰ぽ倍増しているといえるのであるが，便宜ヒ，

表1に見るように昭和61年までと溺年以降とに大別し

てみると，前半の］4年間に於ける銅件甑／％）に対／、

後半の3年4ケ月間では題件（8∪％）と，その比率は

4倍にも達しているわけである．同様に，市外からの来

訪者は約15％増加，しかも謬介状持参のものの比率では

30％以Eも増加，69．0％を示し，これは表2により算

出せる同期聞の全被紹介率66．2％をも越えている程で，

遙か遠くからでも，紹介状持参で相談に来る傾向を表し

ているものととれ，高齢妊娠に対する知識の普及・啓蒙

の結果と考えられるのである．当然の事ながら，羊水診

断数に占める高齢妊娠鷺の頻慶が，前響の9。4％に対し，

後半でぱ聡3％と急増しているのも同様な理由からと

考えられ嚢2において，昭和田年頃より羊水診断数

の比率がやや増部を見ていることも，その基盤として高

齢妊娠への対応の結果と推察し得よう．このようにして

需要と供給との関係で，羊水穿刺がどんどん行われるよ
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うになりつつあり，施設によっては，年闘100例近くも

行っているところも現れてきているとばいえ，そこには

欝ら限界があろう．

　元来，羊水穿刺による出生前診断とは，羊水穿刺のや

り易さや培養の成功率の問題等を考慮して，妊娠賄週前

後の羊来を採取するのが・般的である．しかし，羊水中

に浮いている胎児由来の細胞（その70％程度は死んでい

る）の培養は，手閤蝦のかかることが多いため，結果の

出るのが遅く，胎児が相i当に人きく育ってしま〔）ている

と言う理由から，最近では，CVS（CHOR］OMC　VIむ

LUS　SAMPL球G）といって主に経腔的に絨毛の一部

を採取する方法が行われることがある，この方法は妊娠

9週から且週の間になされるので，時間的余裕があると

はいえ，この手技による流産の発来の危険が羊水穿刺に

比べて約4倍と高いことが問題となろう．

　これらの方法を駆使して高齢妊婦に対応するとして，

例えば対象を35才以上としてみた場合，対応してぎれる

であろうか．ぱ征r烈＆At、d鮒ws（1988）鵜によると，

抱85年のイングランド並びにウ｝一ルズ地区に於ける35

才以1：の妊婦は，全妊婦のγ％強を占めるに過ぎないが，

これら全てに撃水穿刺を行うとすると，51368件の整水

診断を行う必要があり，なおかつ，その結果として，全

ダウン症醗群の36％を診断し得るにすぎないのみならず，

羊喰穿刺という℃段による副作用を高々0る％とかなり

低く見穣ってみたとしても，麟0の正常胎児が流産する

ことになる．しかも，その費用はきわめて高くつくので，

より精度の高いスクリ…ニシピ法の鑓発が望まれる，と

述べている．

　確かに現在までの所では，母体血中古緬鴻pha一無o－

p閲tein）が低値を示すことによリダウソ症候群妊娠の

スクリーニングに応用可能ではあるが，（Cu汰ピ献戚

1984）感度の低いのが欠点である．

　一方母体血清中の未結合型エストリオールは，母体年

齢による影響を受けず，ダウソ症候群児妊娠の中期で低

値を示すという（Wa国就㎡，1囎8戸）また，130g館t

ら（198の鉛は，妊娠中期でのダウン症候群妊娠婦人に

おける血清来翻編が高纏を示すことを報告している，

他にも羊水穿刺と同時期頃での母体血清中のSp寸（斑e一

g砿ncy－一栗ec籔cβ仁g討α壕rぱei川の濃度を知ること

により（B顯聴盈s＆Lin虚marm（推路））1｝ダウン症候

群児妊娠のスクリ…ニングが可能とする報告がある．

　これらの方法を駆使し。さらにぱ，例えば超齢波エニ亙一一

による診断などをも禽めてリスタの高い妊婦をより分け

て，それら少数の者に対して羊水診断がなさわるように

なるのが理想と考えられる．

己．　お　わ　り　に

　近年の遺伝絹談に占める「高年妊娠」の比率の上昇が

集計的に証明された．このことは，出生前診断への需要

の増加としてはっきrりと現れてぎているが，現状ではこ

の需要に供給が追いつかないと言う問題が生じつつある．

種々のスクリ…ニンダ等を用いて，リスクの高いものを

抽出した後出生前診断がなされるようなシステムを創る

ことが理想的と考えられる．
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